
 

 

 

 

鮫川村 橋梁長寿命化修繕計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１１月 

 

福島県東白川郡鮫川村 

 

 

 

  

江 竜 田 大 橋 



 

＜ 目 次 ＞ 

 

1. 長寿命化修繕計画の目的 .................................................................................................. 1 

2. 長寿命化修繕計画の対象橋梁 ........................................................................................... 2 

3. 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 ............................................ 3 

4. 対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 ........... 4 

5. 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期 ...................... 7 

6. 長寿命化修繕計画による効果 ........................................................................................... 8 

7. 計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 ................ 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

令和 4 年度 
8 橋 

（13%） 

令和 24 年度 
44 橋 

（71%） 
50年以上

71％

50年未満

29％

1. 長寿命化修繕計画の目的 

 

１）鮫川村の現状 

鮫川村は、福島県中通り南部に位置し、東白川郡に属する人口約３千人の村です。これま

での本村における人口の推移を見ていくと、人口の減少や少子高齢化が著しいことから、税

収の低下や扶助費など義務的経費の増加により、公共施設等の維持管理に充てることができ

る費用が制限されるため、公共施設を戦略的かつ計画的に更新・統廃合し、長寿命化などの

対応を行うとともに、維持管理費の適正な水準に抑制していく必要があります。 

 

２）管理橋梁の現状 

本村が管理する橋梁は、令和 4 年度現在で 62

橋架設されています。このうち、建設後 50 年を

経過する橋梁は、全体の 13%を占めており、20

年後の令和 24 年には、71%程度に増加します。 

これらの高齢化を迎える橋梁群に対して、従来

の事後保全型の維持管理を続けた場合、橋梁の修

繕・架け替えに要する費用が増大となることが懸

念されます。 

 

３）目的 

このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率的に

橋梁を維持していくための取り組みが不可欠となります。 

コスト縮減のためには、従来の対症療法型から、“損傷が大きくなる前に予防的な対策を行

う”予防保全型へ転換を図り、橋梁の寿命を延ばす必要があります。 

そこで鮫川村では、将来的な財政負担の低減および道路交通の安全性の確保を図るために、

橋梁長寿命化修繕計画を策定します。 

 

４）基本方針 

本村の管理する橋梁の劣化の特徴としては、橋梁の多くが山間部に建設されていることか

ら、橋梁へ路面水が多く集まり、水の滞留や凍害による経年劣化が主たる劣化要因となって

います。そのため、橋面の堆積土砂の撤去や排水桝の清掃等の簡易的な維持管理を定期的に

行うこと、また橋梁前後の側溝の設置、整備により橋梁に集水する路面水を軽減することが

本村の橋梁の長寿命化にとって最も重要であると考えられます。 
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2. 長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

 村道 1 級 村道 2 級 村道 その他 合計 

全管理橋梁数 16 14 37 67 

 うち計画の対象橋梁数 16 14 37 67 

  うちこれまでの計画策定橋梁数 5 5 19 29 

  うち令和 4 年度計画策定橋梁数 16 9 37 62 

◆長寿命化修繕計画の対象： 

鮫川村が管理する橋長 2ｍ以上の 67 橋を対象とします。 

◆計画期間： 

定期点検結果を基に中期的な予測を行い、今後 50 年間（2023 年~2072 年）の橋梁長寿命化修

繕計画を策定します。 
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3. 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

１）健全度の把握の基本的な方針 

福島県土木部の「橋梁調査点検マニュアル」（平成 30 年 1 月改訂）に基づいて、専門技術

者による 5 年に 1 度の定期点検及び健全度の診断や、必要に応じて行う詳細点検により各部

材の劣化や損傷の程度などを早期に把握します。 

 

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

定期的な道路パトロールを実施し、排水桝の清掃、路面の堆積土砂の撤去の維持管理を行い

ます。また、橋台背面に生じやすい段差は、大きな衝撃力を発生させる要因となるため、舗

装の軽微な補修等の維持管理を行います。 

 

３）老朽化対策における基本方針 

定期点検結果から、橋梁の損傷の多くは水が原因となって生じています。そのため、排水

桝の清掃、路面の堆積土砂の撤去等の通常の維持管理のほか、5 年に 1 度の定期点検時には

桁端部、橋面の洗浄を行い、漏水や滞水の防止をします。また、補修計画の際には、橋面防

水工及び伸縮装置の非排水化を積極的に計画します。 

 

４）新技術の活用 

江竜田大橋は、橋長 130ｍのトラス橋であることから、現在ロープアクセスによる点検を

実施していますが、点検費用が高額となっています。今後は、損傷箇所や損傷程度を勘案し、

ドローンやゴンドラ付橋梁点検車等の点検支援技術を用いた点検を検討し、定期点検に係る

コスト縮減を図ります。また、道路パトロール時においても、桁下等の状況調査にはドロー

ンによる簡易的な調査を行い、変状の早期発見を図ります。 

 

５）新技術の活用の短期的な数値目標 

江竜田大橋について、令和 10 年までの 5 年間で実施する点検時に、アクセスが困難となる

橋脚や桁下は、ドローンやゴンドラ付橋梁点検車による点検を実施し、80 万円程度縮減する

ことを目指します。 
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健全度ランク

健全

損傷大

管理区分

※丸数字は優先順位を示す

重要度：大

その他の
橋梁Ⅱ

その他の
橋梁Ⅰ

重要な
橋梁

特に重要な
橋梁

重要度：小

Ｃ Ｂ Ａ Ｓ

　Ⅱ

　Ⅰ

　Ⅲ

　ⅣＥ(5)

Ｄ(4)

Ｃ(3)

Ｂ(2)

Ａ(1)

緊急対応の必要

状況に応じ
早めの対策

早急に補修補強

対策不要
（経過観察）

健全

①②③④

⑤⑥⑦

⑧⑨

経過

観察

経過

観察

経過

観察

経過

観察

健全 健全 健全 健全

経過

観察

⑩

経過

観察

4. 対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

本村が管理する橋梁の中で、架設後 30 年以上経過した橋梁は全体の約 71%を占めているた

め、近い将来一斉に架替時期を迎えることが予想されます。したがって、計画的かつ予防的な

修繕対策の実施へと転換を図り、橋梁の寿命を 100 年間とすることを目標とし、修繕及び架替

えに要するコストを縮減します。 

 

１）管理区分の設定 

修繕計画にあたり、橋梁の諸元情報（橋長や幅員等）や重要度を考慮した管理区分を橋梁

毎に設定します。 

Ｓ：特に重要な橋梁 橋長が 10ｍ以上で道路等級１、２級に架かる橋梁 

道路等級にかかわらず橋長が 50ｍ以上の橋梁 

8%（5橋） 

Ａ：重要な橋梁 橋長が 10ｍ以上の橋梁 

道路等級１、２級に架かる橋梁 

35%（22橋） 

Ｂ：その他の橋梁Ⅰ 橋長が 10ｍ未満の橋梁（道路等級その他） 21%（13橋） 

Ｃ：その他の橋梁Ⅱ 

 

橋長が 10ｍ未満のボックスカルバート 35%（22橋） 

 

２）優先順位 

修繕計画の優先順位は下記のマトリックスにより管理区分と橋梁の健全度の関係を考慮し

決定します。 
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健全度ランク

健全

損傷大

管理区分Ｃ Ｂ Ａ Ｓ

重要度：小 重要度：大

Ｄ(4) 　Ⅲ 早急に補修補強

Ｅ(5) 　Ⅳ 緊急対応の必要

健全

Ｂ(2)
対策不要

（経過観察）

Ｃ(3) 　Ⅱ
状況に応じ
早めの対策

その他の
橋梁Ⅱ

その他の
橋梁Ⅰ

重要な
橋梁

特に重要な
橋梁

Ａ(1)

　Ⅰ

----

2橋2橋2橋

3橋20橋

- - - -

1橋 - - -

21橋

-

11橋

 

優先順位マトリックスにおける橋梁数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）集約化、撤去 

令和 13 年までに、管理する 62 橋のうち、管理区分がＢ、Ｃで架設から 30 年以上が経過

した橋梁 24 橋については、地域住民と調整を行いながら、橋梁の交通規制に伴う迂回路整備

や機能縮小、複数橋梁の集約などを検討し、社会情勢や利用状況の変化、橋梁周辺の道路の

整備状況を考慮し、点検・修繕・更新等に係る中期的な費用を年間 50 万円程度縮減すること

を目指します。 

 

４）ボックス化への検討 

橋長 5ｍ未満で、老朽化が進んだ橋梁については、プレキャストボックスカルバートへの

架替えを検討し、長期的な修繕に係る費用の縮減を図ります。 

 

５）新技術の活用 

修繕工法の選定の際には、従来工法と新工法を比較検討し、初期費用の比較だけでなく、

ライフサイクルコストの低減が可能な工法を積極的に採用し、従来工法と比較して 1 百万／

橋程度縮減することを目指します。 
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６）江竜田大橋の維持管理方針 

本村のほとんどの橋梁は橋長が 10ｍ程度であるなか、平成 18 年に架設された江竜田大橋

は橋長が 176ｍのトラス橋であるため、今後の修繕費用や維持管理費用は、他の橋梁に比べ

て極めて高価となります。 

本橋は伸縮装置の非排水化等、水に対する対策がしっかりとされていることから、架設か

ら 16 年経過した現在、特に目立った損傷は見受けられず、健全な状態であり、現在の状況を

維持することで長寿命化が図れる状態であるといえます。そのため、定期的で重点的な維持

管理の実施により、橋梁の損傷の進行を抑え、補修等にかかる経費の削減を図ります。 

 

①橋脚について 

2 本の橋脚には、乾燥収縮によるものと推定されるひび割れがあります。橋脚の高さ

が 19ｍ、29ｍと高く、橋梁の構造上重要な部位であるため、5 年毎の定期点検のほかに、

ドローンを用いたひび割れの監視を定期的に実施し、変状の進行性を確認します。その

結果、変状の進行性が確認できた場合は、変状が軽微なうちに対策の検討を行い、補修

等にかかる経費の削減を図ります。 

 

②路側、排水口の堆積土砂について 

路側や排水口には土砂が堆積しており、橋面の排水機能の低下により、床版や車両通

行時の水しぶきの飛散による桁への影響が懸念されます。また、冬期の融雪剤を含んだ

水しぶきは耐候性鋼材であるトラスの損傷の要因となります。そのため、定期的な堆積

土砂の除去を実施することにより、本橋梁の長寿命化を図ります。 

 

③橋梁周辺の樹木について 

橋梁の起終点付近の山林にはスギが植林されていますが、枝打ちがされていないため、

風通しが悪く、また、橋座面にはスギの葉が堆積しています。定期的な山林の整備を実

施することにより、橋梁周辺の風通しを良くし、乾燥状態を保つことにより本橋梁の長

寿命化を図ります。 
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5. 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期 

 

様式 1-2 の通りです。 
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6. 長寿命化修繕計画による効果 

 

１）コスト縮減 

長寿命化修繕計画を策定する 62 橋について、今後 50 年間の事業費を比較すると、従来の

対症療法型が約 12 億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が約 6 億円にな

り、コスト縮減効果は約 6 億円（50%減）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）平成 23 年度修繕計画との比較 

前回は平成 23 年度に対象橋梁 29 橋に対して計画を策定し、対症療法型が約 17 億円に対

し、予防保全型が約 4 億円で、コスト縮減効果は約 13 億円の計画でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         平成 23年度 橋梁長寿命化修繕計画より 

 

約 6 億円の 

コスト削減！ 
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対症療法型の事業費のピークが前回計画の 2054～2063 年から 2033～2042 年に変移して

います。その原因として、前回の策定時から定期点検が 2 回実施されており、より多くの点

検結果データから算出した劣化予測の精度が向上したためと考えられます。今回の計画の対

症療法の事業費のピークは、建設後 50 年を経過する橋梁の割合が 71%程度に増加する時期

と一致します。 

 

３）予算の平準化 

鮫川村では補修時期が集中する 2026～2028 年と 2040～2042 年に補修費用が増大となり

ます。そのため、年度毎の維持管理費用を平準化することで、財政に集中的な負担の軽減を

図ります。 
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３）安全性・信頼性の確保 

計画的な修繕を実施することにより良好な健全度を維持することが可能となり、損傷に起

因する通行制限等が減少し、道路の安全性・信頼性が確保されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

１）計画策定担当部署 

  鮫川村 地域整備課 tel：0247-49-3114 

 

２）意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

  日本大学 工学部 土木工学科 構造・道路工学研究室  岩城 一郎 教授 

  

 

 


